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９
月
18
日(

月)

、
中
泊
町
体
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
２
回
中
泊
町
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
、
約
８
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

県
知
事
顕
彰
、
88
歳
長
寿
者
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
、
金
婚
、
健
康
優
良
者
の
順
に
、
町
長
が

顕
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

顕
彰
者
を
代
表
し
て
、
金
婚
を
迎
え
た
三
浦

泰
靜
さ
ん
が
、｢

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、

高
齢
者
と
し
て
町
発
展
の
一
助
と
な
り
た
い
。｣

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

閉
会
に
は
、
万
歳
三
唱
で
こ
れ
か
ら
も
長
生

き
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
第
２
回
平
成
18
年
度
町
老
連
芸
能
発

表
会
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
出
演
で
花
柳
穂

紀
桜
会
が
手
踊
り
な
ど
で
花
を
添
え
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

�
�

・
１
０
０
歳
到
達
者

加

藤

ヤ

ナ(

八

幡)

・
88
歳
到
達
夫
婦

磯

野

金

茂
・
き

さ(

下
前
上)

�
	



�

�
�

�

・
88
歳
長
寿
者

今

貢(

派
立
上)

小
笠
原

平
内
吉(

〃

)

今

ユ

ミ(

〃

)

斎

藤

フ

ヂ(

派
立
中)

升

田

ふ
さ
江(

〃

)

成

田

き

み(

派
立
下)

荒

関

ウ

メ(

〃

)
敦

賀

多

助(

向
町
上)

加

藤

リ

サ(

〃

)

古

川

タ

ケ(

五

林)

外

崎

ト
ク
ヱ(
八

幡)

三

上

そ

と(
大
沢
内)

大

川

兼

市(

〃

)

佐
々
木

キ

デ(

富

野)

高

松

セ

ツ(

〃

)

鈴

木

タ

マ(

〃

)

工

藤

勘
之
丞(

〃

)

佐

藤

シ

ナ(

〃

)

佐

藤

チ

ヱ(

芦

野)

佐

藤

リ

子(

〃

)

三

上

ト

シ(

〃

)

鈴

木

長
一
郎(

田
茂
木)

鈴

木

ミ
ツ
ヱ(

〃

)

高

松

ス

マ(

長

泥)

長

利

キ

ヨ(

上
豊
岡)

米

塚

幸
次
郎(

下
豊
岡)

加

藤

ヨ

ソ(

〃

)

櫛

引

嘉

之(

福

浦)

古

川

ユ
キ
子(

尾

別)

葛

西

嘉
四
郎(

〃

)

野

上

サ

ヨ(

下
高
根)

葛

西

ミ

サ(

薄
市
上)

秋

元

惣
一
郎(

〃

)

小

林

豊
五
郎(

薄
市
下)

小

寺

ユ

キ(

〃

)

敦

賀

鐵
之
丞(

今
泉
下)

青

山

武

雄(

今
泉
下)

三

上

タ

ミ(

〃

)

三

上

ハ

ル(

〃

)

大

西

テ

ツ(

新
町
１)

久
保
田

き

よ(

〃

)

成

田

元

市(

〃

)

葛

西

き
く
江(

新
町
２)

白

川

タ

カ(

小
泊
派
立)

鈴

木

は

と(

〃

)

柏

崎

長

一(

〃

)

太

田

キ
ミ
ヨ(

下
前
上)

成

田

は

ぎ(

〃

)

磯

野

與
三
郎(

下
前
中)

成

田

よ

ね(

〃

)

・
60
年
夫
婦(

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚)

長
谷
川

榮

・
ト

シ(

豊

島)
秋

元

政

一
・
ち

ゑ(

〃

)

長

利

武

雄
・
ヤ

ヱ(

若

宮)

木

村

夘
三
郎
・
キ

ユ(

上
高
根)

・
50
年
夫
婦(
金
婚)

(

29
組)

�


�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

・
17
年
間

猪

股

由
三
郎(

今
泉
下)

・
10
年
間

高

松

勝

義(

田
茂
木)

吉

田

與
三
郎(

下
高
根)

・
９
年
間

外

�

利

蔵(

八

幡)

・
８
年
間

松

島

榮
之
進(

派
立
下)

・
７
年
間

平

山

吉

男(

大
沢
内)

鈴

木

忠

�(

田
茂
木)

・
６
年
間

松

谷

ち
よ
み(

八

幡)

・
５
年
間

(

４
名)

・
４
年
間

(

11
名)

・
３
年
間

(

10
名)

・
２
年
間

(

14
名)

・
１
年
間

(

22
名)
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９
月
１
日(

金)

、
町
関
係
者
や
戦
没
者
遺

族
が
参
列
の
も
と
、
中
泊
町
中
央
公
民
館
横
の

慰
霊
碑(

平
和
の
礎)

の
前
に
お
い
て
、
中
泊

町
戦
没
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
没
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
中
里
遺
族
会
・

小
泊
遺
族
会
が
主
催
し
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

玉
串
を
捧
げ
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

追
悼
の
辞
で
は
、
中
里
遺
族
会
の
佐
々
木
嘉

幸
会
長
が
、｢

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も

に
平
和
で
心
豊
か
な
国
と
町
の
発
展
を
祈
る
。｣

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
献
花
も
行
わ
れ
、
参
列
し
た
町
関
係

者
や
遺
族
が
一
人
一
人
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
し

た
。

９
月
７
日(

木)

、
漁
業
葛
西
亜
樹
さ
ん
・

利
則
さ
ん
２
人
に
海
難
救
助
で
青
森
海
上
保
安

本
部
長(

本
部
長
井
上
雅
英)

が
表
彰
の
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。
７
月
25
日
午
後
、
小
泊
岬
南

灯
台
か
ら
西
南
西
約
13
㎞
で
男
性
１
人
乗
り
の

漁
船
が
火
災
を
起
こ
し
て
い
る
の
を
発
見
し
、

現
場
に
急
行
。
炎
上
中
の
船
首
付
近
の
海
面
に

退
避
し
て
い
た
男
性
を
発
見
し
、
自
船
に
救
助

し
ま
し
た
。

表
彰
後
船
長
の
亜
樹
さ
ん
は
、｢

自
分
た
ち

も
事
故
の
な
い
よ
う
に
操
業
し
た
い
。
と
に
か

く
人
命
が
助
か
っ
て
良
か
っ
た
。｣

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

９
月
７
日(

木)

、
中
泊
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
第
２
種
介
護
講
習
会
が
開

講
し
ま
し
た
。

開
講
式
終
了
後
に
実
習
が
行
わ
れ
、
床
ず
れ

を
防
止
す
る
た
め
の
シ
ー
ツ
の
敷
き
方
や
、
寝

て
い
る
人
を
起
こ
す
作
業
を
参
加
者
全
員
で
行

い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
今
後
４
回
行
わ
れ
、
最
終
時

に
は
、
修
了
証
が
贈
ら
れ
ま
す
。
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８
月
27
日

(
日)
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

｢

パ
ル
ナ
ス｣

に
お
い
て
、
奥
つ
が
る
子
ど
も

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア｢

む
か
し
ば
な
し
の
記
憶－

親

か
ら
子
へ－

｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奥
つ
が
る
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
委
員
会
が

主
催
し
た
も
の
で
、
当
日
は
９
時
か
ら｢
む
か

し
ば
な
し
ブ
ー
ス｣

を
オ
ー
プ
ン
し
、
10
時
か

ら｢

む
か
し
ば
な
し
実
演｣

が
あ
り
ま
し
た
。

｢

む
か
し
ば
な
し
ブ
ー
ス｣

で
は
、
む
か
し

ば
な
し
の
本
展
示
、
む
か
し
ば
な
し
ク
イ
ズ
、

お
は
じ
き
な
ど
の
昔
の
遊
び
体
験
や
他
に
も
様
々

な
も
の
が
催
さ
れ
、
遊
び
に
来
た
会
場
の
子
ど

も
た
ち
は
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
を
し
て
い
ま

し
た
。

｢

む
か
し
ば
な
し
実
演｣

で
は
、
４
団
体
と

１
団
体
の
ゲ
ス
ト
の
総
勢
５
団
体
が
、
む
か
し

ば
な
し
を
テ
ー
マ
に
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
中

泊
町
か
ら
は
、
小
泊
地
域
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー

ク
ル｢

ほ
っ
と
け
ー
き｣

が
出
演
さ
れ
、｢

屁

ふ
り
じ
っ
こ｣

を
実
演
し
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
、

感
動
あ
り
の
実
演
で
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
も
楽
し
ん
で
い
か
れ
た
よ
う
で
す
。

８
月
20
日(

日)

に
、
福
島
県
郡
山
市
で
行

わ
れ
た｢

平
成
18
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
19
回
全
日
本
小
学
生
相
撲

優
勝
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会｣

に
お
い
て
、

中
里
小
４
年
打
越
奎
也
君(

中
泊
道
場)

が
優

勝
し
ま
し
た
。
今
後
、
12
月
10
日
に
東
京
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
る｢

第
19
回
全
日
本
小
学
生

相
撲
優
勝
大
会｣

に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会

へ
の
出
場
は
２
年
連
続
と
な
り
ま
す
。
全
国
制

覇
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

９
月
３
日(

日)

、
町
営
相
撲
場
に
お
い
て
、

標
記
大
会
が
県
内
か
ら
１
３
０
名
、
北
海
道
か

ら
18
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
の
上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
個
人
戦

・
小
学
校
４
年
の
部

優

勝

打

越

奎

也(

中
里
小)

・
中
学
校
１
年
の
部

第
３
位

岩

田

侑

斗(

中
里
中)

・
中
学
校
２
年
の
部

優

勝

伏

見

鴻

(

中
里
中)

第
２
位

青

山

恭

逸(

中
里
中)
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９
月
21
日(

木)

、
中
里
中
学
校
の
３
年
生

１
１
１
名
が
、
町
内
外
28
の
事
業
所
に
お
い
て

職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

あ
る
商
店
で
は
、
開
店
前
の
清
掃
や
、
販
売

す
る
商
品
の
包
装
、
製
造
な
ど
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
で
は
、
園
庭
で
一
緒
に
体
操
を
し
た

り
、
近
所
に
散
歩
に
出
か
け
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

消
防
署
で
は
、
実
際
に
消
防
士
が
着
用
す
る

服
を
身
に
ま
と
い
、
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。あ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄
り
と

一
緒
に
お
団
子
作
り
や
、
散
歩
、
室
内
に
飾
り

付
け
る
折
り
紙
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
、
楽

し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
事
を
活
か
し
、
未

来
の
中
泊
町
を
背
負
っ
て
立
つ
大
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

９
月
19
日(

火)

、
小
泊
中
学
校
体
育
館
で
、

３
年
生
を
対
象
と
す
る
、
妊
婦
体
験
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

妊
婦
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
の
妊
婦
体

験
を
し
た
生
徒
は
、｢

す
ご
く
重
い
。
大
変
だ
。｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ

こ
の
仕
方
、
衣
服
の
着
せ
方
・
脱
が
せ
方
の
体

験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
26
日
に
は
、
園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
遊
具
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん

だ
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
子
ど
も
達
と
ふ
れ
あ

い
ま
し
た
。
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/
0
1
2

①
毎
日
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
い

ま
す

②
や
さ
し
い
と
こ
ろ

/
3
4 &

5 �

+
,
-
.
6
7
2

①
夜
、
毎
日
、
仕
上
げ
み
が
き
を

し
て
い
る

②
歌
が
上
手

8
9
: ;
�
�< =

+
,
-
.
>
?
2

①
毎
日
仕
上
げ
み
が
き
し
て
い
る

②
明
る
く
元
気
な
と
こ
ろ

@
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B
C
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+
,
-
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D
E
F
2

①
仕
上
げ
磨
き
を
か
か
さ
ず
し
て

い
る

②
元
気
な
と
こ
ろ

G
H
(
I J
�K &

+
,
-
.
L
M
N
2

①
歯
み
が
き
を
す
る

②
兄
弟
仲
良
く
、
元
気
な
と
こ
ろ

O
A
P +

Q R
S+
,
-
.
9
N
2

①
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と

②
元
気
が
い
い
と
こ
ろ
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��� � �：65歳以上の町民
60歳以上65歳未満で心臓､ 腎臓､ 呼吸器等の機能に障害を有する方
(年齢は､ 平成19年3月31日現在の満年齢)

����	
：平成18年10月23日から平成18年12月18日まで
��� � �：下記の委託医療機関へ直接お申込下さい｡
���	
：平成18年11月1日から平成18年12月24日まで
��� � �：1,000円 (接種時､ 医療機関へお支払い下さい)

★生活保護受給の方は無料です｡ 接種医療機関にお申し出下さい｡
������：

※接種日は医療機関ごとに違います｡
申込の際に､ 接種日､ 時間等を確認してくださ
い｡
お問合せ先
・中里保健センター �57－3920
・小泊保健センター �64－3748

���������	
�������

委託医療機関 電話番号
公立金木病院 53－3111
小泊診療所 64－2117
井沼洋クリニック 69－1071
中里クリニック 57－3636
武田診療所 57－2134
井沼医院 57－2138
内潟診療所 58－3717
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７月の健診の時､ 中里保健センターに忘れ物があり
ました｡
10月末まで保管していますので､ 心当たりのある方
は､ 取りにおいで下さい｡
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平
成
18
年
10
月
23
日
月�
〜
29
日
日�

ま
で
の
一
週
間
、
県
内
一
斉
に『

消

さ
な
い
で

あ
な
た
の
心

注
意
の

火』

を
統
一
標
語
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
日
を
追
う
ご
と
に

寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
う

機
会
が
多
く
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
に
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
が
火
災
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
防

火
意
識
を
高
め
、
火
災
の
な
い
安
全

で
住
み
良
い
町
に
な
る
よ
う
に
火
災

予
防
運
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�

�
�

�
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�
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�
�
�
�
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☆�
	


�

は
、
絶
対
や
め
る
。

☆�

�
�

は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
し
て
使
用
す
る
。

☆�
�
�
�
�

の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

�
�
�
�
�
�
�

☆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、�

�

�
�
�
�
�
�

を
設
置
す
る
。

☆
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
延
焼
を
防
ぐ

た
め
に
、�

�
 
!

を
使
用
す
る
。

☆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、�

�
�
"
�
�
#

を
設
置
す

る
。

☆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、$

%
&
�
'
(

)
*

を
つ
く
る
。

以
上
が
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
火
災
予
防
運
動
期
間

中
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
生
活
に
も

役
立
て
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
９
月
12
日
火�
に
岩
木
川

水
系
旧
十
川
に
て
、
油
流
出
を
想
定

し
た
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
設
置
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
河
川
国
道
事
務
所
を
始
め
、

各
関
係
機
関
総
勢
48
名
が
参
加
し
、

河
川
・
排
水
路
な
ど
に
流
れ
た
油
を

で
き
る
だ
け
早
く
処
理
す
る
た
め
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

��������	
���

�
�


�
�


�
+
,
-
.
/
�

�
0
1
+
2
3
�

９
月
11
日
に
小
泊
幼
稚
園
で
調
理

室
か
ら
の
出
火
と
い
う
想
定
で
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
内
放
送

で
は
先
生
方
の
誘
導
に
従
い
、
普
段

に
ぎ
や
か
な
園
児
達
も
真
剣
な
表
情

で
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
14
日
に
中
里
小
学
校
で
資
料

室
か
ら
の
出
火
と
い
う
想
定
で
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
放
水
訓
練

で
は
消
防
職
員
と
児
童
が
一
緒
に
放

水
し
、
水
圧
に
耐
え
な
が
ら
貴
重
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

暑
い
夏
も
終
わ
り
を
つ
げ
、
い
よ

い
よ
秋
の
キ
ノ
コ
採
り
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
、
山
岳
遭

難
事
故
は
後
が
絶
ち
ま
せ
ん
。
入
山

す
る
場
合
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

4
5
6
7
8
9
:
;

・
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
入
山
す

る
。

・
家
族
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
知

ら
せ
て
お
く
。

・
食
料
、
雨
具
、
ラ
イ
タ
ー
や
緊
急

連
絡
用
に
携
帯
電
話
を
持
参
す
る
。

・
服
装
は
明
る
め
の
色
の
服
を
着
て

遠
く
か
ら
で
も
見
え
る
よ
う
に
す

る
。

<
5
6
7
=
	
>

・
お
互
い
声
を
掛
け
合
い
、
急
斜
面

な
ど
は
避
け
る
。

・
大
き
な
木
な
ど
目
立
つ
も
の
を
中

心
に
行
動
す
る
。

・
日
没
が
早
い
の
で
、
早
め
に
下
山

す
る
。

?
@
A
B
C
=
	
9
:
;

・
歩
き
回
ら
な
い
。(

日
没
後
の
行

動
は
危
険)

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た

ら
、
広
い
場
所
に
出
て
タ
オ
ル
や

衣
類
を
振
る
。
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｢和食｣ ・ ｢アジア文学｣
をテーマにした本の展示をします｡
����

美しい国へ 安倍 晋三 文 藝 春 秋
風の墓碑銘 乃南 アサ 新 潮 社
T.R.Y 北京詐劇 井上 尚登 角 川 書 店
三谷幸喜のありふれた生活5

三谷 幸喜 朝日新聞社
ニューヨーク地下共和国 上下

梁 石 日 講 談 社
【担当 図書館 �69-1111】

� � 	 
 � � �

������������

特設行政相談所を､ つぎのとおり開設します｡
国などの行政機関や独立行政法人などが行ってい
る仕事などに関して､ みなさんの苦情や意見・要
望があったとき､ もっとも身近な相談相手になるの
が行政相談委員です｡
行政相談は青森行政評価事務所で常時開設してい
るほか､ 当町担当の行政相談委員宅でも常時受け付
けています｡ 行政に関する意見・苦情・要望などが
ありましたら､ お気軽にご相談下さい｡
相談方法は口頭・電話・手紙のいずれでも結構で
す｡ 相談は無料で秘密は厳守します｡ どうぞご利用
下さい｡
◇日時 10月19日(木) 午前９時から午後２時
場所 中央公民館
◇日時 10月20日(金) 午前９時から午後２時
場所 内潟公民館
《行政相談員》
氏 名:秋 元 武 弘
住 所:富野字千歳51-2
氏 名:藪 田 由比子
住 所:小泊字下前170-1

【担当 労政係 内線34】

� � �  � � � � � � �

＜町議選挙の立候補予定者の皆様へ＞

������� !"#$%

&'()*+��,-.�/0����
日 時 11月21日(火) 午前10時
場 所 中泊町役場 青年研修所２階
上記のとおり説明会を開催しますので､ 立候補予
定者又は代理人の出席をお願いいたします｡
1234
50���67 8�59:�;<=>?
１. 満年齢25歳以上の日本国民であること
２. 公民権停止者でないこと
����	
���������������

��������
① 中里選挙区 旧中里町の地域

(選挙定数13人)
② 小泊選挙区 旧小泊村の地域

(選挙定数７人)
※今回に限り､ 選挙区(投票・開票)を分けて
執行します｡

@0AB&CD0
１. 告示日(12月19日)より前は､ 選挙運動ができ
ません｡

２. 事前運動は禁止されています､ ご注意くださ
い｡

３. 供託金は不要です｡
４. 選挙準備や政治活動(連絡所の設置等)はでき
ます｡

５. 政治活動用事務所の立札・看板には､ 選管の
証票が必要です｡
① 看板規格 縦150㎝､ 横40㎝以内(足付は､
足の長さ含む)
② 交付枚数 ４枚限度 (１面に１枚貼付､
１事務所２枚限度)
※証票交付申請書は､ 本庁(選管)・支所(管
理課)にあります｡
【担当 選挙管理委員会事務局 内線61】



���� ����������������������������		��

�������� ����� ���������	�
��� ������������

� � � � � � � � �

���������	
��������������������� !"#$%&���'(

�������

地域包括支援センターは､ 誰もが住みなれた地域でその人らしい生活を送ることができるように､ 地域ぐ

るみで高齢者等を支える仕組みを作る拠点として設置されています｡

��	
�������

(１) 地域包括支援センターは､ 保健師等・社会福祉士・主任ケアマネジャー等がチームを組んで､ 高齢

者等に対する介護予防や相談などの総合的な支援を行います｡

(２) 地域包括支援センターの運営は､ 公的な機関として公正で中立性の高い事業を行っていきます｡

このため､ 保健医療関係者や介護保険の被保険者などで組織する ｢地域包括支援センター運営協議

会｣ が運営に関わることになります｡

��	
������������

＊くわしいことは､ 中泊町地域包括支援センターへお問い合わせくださるようお願いいたします｡

��������	
�������������

� � � � � � �  ! "
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+ , 
 - � �

新予防給付と介護予防事業のマネジメント
を一体的に実施し､ 要介護状態となること
の予防と要介護状態の悪化防止を図ります｡

主として保健師 (または地域
ケア・地域保健等の経験のあ
る看護師)

./0123��
地域住民の各種相談を幅広く受け付け､ 制
度の垣根にとらわれない横断的多面的支援
を行います｡

主として社会福祉士

4 5 6 $ � �
高齢者の虐待防止や早期発見等の高齢者の
権利を擁護支援する取組みを行います｡ 主として社会福祉士

78�9:;�
)*+,
-��

ケアマネジャーの支援､ 困難事例等への支
援やネットワーク作りに取組みます｡ 主として主任ケアマネジャー

< = 中泊町地域包括支援センター

> ? @ 中泊町大字中里字宝森７０番地１ (中泊町体育センター内)

A B ０１７３－５７－３６０１ 又は ０１７３－５７－３６０２
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・ ｢館山三弦会｣ 会長 館山徳治 (弘前市)
会員３名来園｡ 三味線､ 民謡を１時間にわたり披
露してくれました｡
・ ｢五所川原甚句保存会｣ 会長 山本永悦
会員15名来園｡ 民謡､ 創作舞踊等を１時間にわた
り披露してくれました｡
�� �

・ (有) 北西ファーム ながいも
・大川藤雄 (中泊町) 夕顔
・高松末光 (中泊町) ジュース､ 白米､ お菓子
・宮越優子 (中泊町) 光触媒コーティング造花30鉢
・ ｢成田園｣ 代表成田雄一 (青森市) ほうじ茶
・ ｢2006花フェスタIN西北｣ 実行委員会
代表 高松岩男 (中泊町) アレンジフラワー
・藤産業 (香川県) 入浴剤

【担当 静和園 �57－3101】

����������	
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【担当 うみどりーむ振興公社 �64－3942】

� � � 	 � � �

中泊町では､ 小泊沖沿岸で座礁した木材運搬船
｢ヘレナ２｣ から流出した木材を売り払い致します｡
�� � 	


・欧州赤松
(長さ４～８ｍ)
３, ３２８本
※全本数まとめての入
札です｡ 分け売りは
いたしません｡

������

・日 時 平成18年10月17日 (火) 午前10時
・場 所 小泊マリンパーク
※入札時の必要書類を配布します｡
���������������

・日 時 平成18年10月17日 (火) 午前９時から
平成18年10月20日 (金) 午前９時まで

・場 所 中泊町役場 財政課
�� ��

・日 時 平成18年10月20日 (金) 午前10時
・場 所 中泊町役場 研修所２階
����������

・中泊町内に住所を有する者
・成年被後見人及び被保佐人並びに破産者でない者
� ��!��"�

・速やかに木材を搬出し､ 現場の木くず等の後始末
をすること｡
���#$%&�'��

・契 約 日 落札者が決定後７日以内
・代金の納入 契約時にお知らせします｡

【担当 管財係 内線42】
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平成19年に使用する農業用軽油引取税免税証の交

付申請を次により受け付けます｡

日時 平成18年11月13日 (月)

午前９時から午後３時まで

場所 五所川原市栄町10

青森県五所川原合同庁舎 １階相談室

申請用紙は県税事務所､ 各農業協同組合及び石油

製品の販売店にあります｡

※ 農協､ 販売店を通じて提出される方は､ 10月

末までに農協､ 販売店に依頼してください｡

詳しくは､ 五所川原県税事務所 課税課まで

�34－2111 内線207
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パロマ工業株式会社が製造した半密閉式ガス瞬間

湯沸器７機種には製品の欠陥があると認められるこ

とから､ 経済産業省は同社に対し､ 平成18年８月28

日付けで消費生活用製品安全法第82条の規定に基づ

き､ 該当する製品の点検及び回収､ 消費者への注意

喚起､ 点検及び回収状況の報告を行うよう､ 緊急命

令を発動しました｡

担当：経済産業省商務情報政策局製品安全課

�03-3501-4707 (直通)

いままでの経緯は､ 経済産業省の発表をご覧下さい｡

������������	�
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該当製品をお持ちの方は､ 至急､ パロマ工業株式

会社にお問い合せ下さい｡

フリーダイヤル (無料) 0120－31－4552

(土・日・祝日を含む24時間受付)

��������	
����	�����

中皮腫や肺がんなど石綿ばく露を原因とする疾病

は､ 石綿ばく露から疾病の発症まで潜伏期間が非常

に長期にわたるものです｡ このため､ 労働者に発症

したこれらの疾病について､ 業務により石綿にばく

露したことと当該疾病との関連性に､ これまで医師

も労働者本人も気づきにくいといった特質がありま

した｡ この結果､ 労働者災害補償保険法に基づく労

災保険給付を請求する機会を逸し､ ５年の時効完成

により権利を失っている方が存在している状況にあ

り､ 本年３月27日 ｢石綿による健康被害の救済に関

する法律｣ が施行されました｡

この法律が施行されてから６ケ月が経過しました

が､ 特別遺族給付金は､ 請求のあった日の属する翌

月分からの支給になります｡ また､ 施行から３年経

過した平成21年３月27日以降は､ 特別遺族給付金の

請求はできなくなります｡

石綿ばく露を原因とする疾病について､ 石綿ばく

露の原因が業務によるものか､ 業務以外の原因によ

るものか明らかでない場合には､ 労災保険給付の請

求と救済給付 (環境省) の申請同時に行うことも可

能なので､ 青森労働局 (017－734－4115) 又は最寄

りの労働基準監督署までご相談ください｡
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この制度は､ 建設現場で働く方々のために､ ｢中
小企業退職金共済法｣ という法律により国が作った
退職金制度です｡
事業主の方々は､ 現場で働く労働者の共済手帳に
働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を貼り､ そ
の労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退
共から退職金を支払うという､ いわば業界全体での
退職金制度です｡
��������	
�����
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���������
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★ 特 長
◎ 国の制度なので安全､ 確実､ 申し込み手続は
簡単です｡
◎ 経営事項審査で加点評価の対象となります｡
◎ 掛金の一部を国が助成します｡
◎ 掛金は事業主負担となりますが､ 法人は損金､
個人では必要経費として扱われ､ 税法上全額非
課税となります｡
◎ 事業主が変わっても退職金は企業間を通算し
て計算されます｡
ホームページ ｢建退共へようこそ｣ に､ 退職金の
試算・パンフレット請求等､ 建退共制度の知りたい
情報が記載されています｡ ぜひ､ アクセスしてご覧
下さい!!
アドレス ������������	
���������������
�������
★詳しいことは､ もよりの建退共の青森支部へお問
い合わせ下さい｡

�017－722－7611

� � � � � � � � � � �
� � ��� � �  � ! "

１ 募集科名及び募集人員
高卒者コース (普通課程)

※建設システム工学科については､ 環境土木工学を
中心とする訓練内容の見直しを予定しています｡
２ 願書受付期間
平成18年10月10日 (火) ～11月２日 (木)

３ 入校選考日
平成18年11月16日 (木) 午前９時～

４ 選 考 方 法
◎ 筆記試験 (数学・国語)
◎ 面接

５ 選 考 場 所
青森県立青森高等技術専門校
青森市大字野尻字今田43－１
電話 017－738－5727

６ 合 格 発 表
平成18年11月29日 (水)

#$%&'()*+,-./012��3456
7 4 8 9 : ;  �

『忘れないで｡ 免許とヘルメット､ そして ｢自賠責｣｡』
交通事故による死者数は年々減少傾向にあるもの
の､ 事故発生件数及び負傷者数については､ 発生件
数は６年連続で90万件 (平成17年末) を超え､ 負傷
者数は７年連続で100万人 (同年末) を超えるなど､
国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもなり
得る極めて深刻な状況となっています｡
交通事故は車社会の負の部分であり､ 被害者にとっ
ても加害者にとっても悲惨な結果をもたらすもので
す｡
自賠責保険・共済は､ 原動機付自転車も含むすべ
ての自動車の保有者に､ 自動車１台ごとに加入が義
務づけられており､ すべての加害者の賠償責任を担
保するとともに､ すべての被害者の基本的な賠償を
保障する制度であり､ 被害者の保護を目的としてい
ます｡
ひとりひとりが､ より一層自賠責制度の役割・重
要性や､ 保険金・共済金の支払いのしくみなどを十
分に理解・認識することがとても大切です｡

$ % &'�( )*+,
電 気 工 学 科 20名 ２年
建設システム工学科 20名 ２年

-./01234�56+789:;<=>?@A
自賠責保険・共済は､ 万一の自動車事故の際の基本
的な対人賠償を目的として､ 原動機付自転車を含むす
べての自動車に加入が義務づけられています (自動車
損害賠償保障法)｡
特に､ 車検制度のない250cc以下のバイク (原動機

付自転車・軽二輪自動車) は､ 有効期限切れ､ かけ忘
れにご注意を！
なお､ 自賠責制度の詳しい内容は､ ��������������

�����でご覧になれます
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◇期 日 平成18年10月29日 (日) 12：30～
(受付12：00～)

◇場 所 つがる市生涯学習交流センター 『松の館』
(※つがる市役所向い)

〈〒038－3138 つがる市木造若緑52 �0137－49－1200〉
◇対 象 絵本の読み聞かせや物語の朗読､ 語り

など読書に関心を持つ方
◇テ ー マ ～読書の楽しさ､ 子どもと共に！～
◇日程・内容

※ ｢前半 (研修会) だけ｣､ ｢後半 (まつり) だけ｣､
のご参加でもかまいません｡
※どうぞ､ お子様もご一緒に参加ください｡ (託児
所もあります｡)
◇参 加 費 無料
◇申し込み 研修会 (前半の部) へのご参加を希望

される方は､ TEL・FAX・郵送にて､ 下記
へお申し込み下さい｡
��������	
�	������

◇問い合わせ先 中泊町立図書館 �69－1111

◇ 募集科名､ 募集定員及び募集期間

◇ 入校選考日及び選考方法

◇ 選考場所 青森県立障害者職業訓練校
(弘前市緑ケ丘１－９－１ �0172－36－6882)

◇ 応募資格 高卒程度の学力を有し､ 障害が安
定し､ １年間の訓練に耐えられ､ 訓
練修了後に就職を希望する方 (障害
者手帳を所持していること)

◇ 合格発表 平成18年11月29日 (水) 午前９時
(電子機器､ 製版､ 事務科)

平成19年２月23日 (金) 午前９時
(作業実務科)

◇ 応募手続 入校を希望する方は､ 入校願書を
公共職業安定所に提出して下さい｡
入校願書は公共職業安定所に用意
してあります｡

◇ ホームページアドレス ������������	
��	�	�����
������

#�./�01234(5678�#

��������
・中泊町長賞 中１ 笹 山 実 聖
・中泊町議会議長賞 小４ 三 上 歩乃佳
・中泊町教育長賞 小３ 笹 山 椋太郎
・西北五地区連奨励賞 小５ 宮 下 佳 奈
・特選 小５ 山 崎 佳 奈
�	
����
・日本教育書道会会長賞 中３ 加賀田 知 里
・呉竹賞 中２ 三 上 優 衣
・特選 小４ 澤 田 有 紀

小５ 秋 元 瑞 香
中１ 野 上 理 帆
中１ 青 山 穂奈美

【前半の部】

������� �	
����������
(※事前の申し込みが必要です｡)

12：00～12：30 受 付

12：30～12：40 開会行事

12：40～13：40
(60)

講演 演題 『読書でかけがえのない時を』
講師 大

おお

竹
たけ

辰
たつ

也
や

(元ＲＡＢアナウンサー／青森市)

13：50～14：20
(30)

実演 『小学生による読み聞かせ活動』
発表 つがる市立向陽小学校・読書部

(つがる市)
五所川原市立南小学校・図書委員会

(五所川原市)

14：20～14：50
(30)

意見交換 進行 長
は

谷
せ

川
がわ

美
み

保
ほ

子
こ

(青森県学校図書館協議会会長)

14：50～15：00 閉会行事

【後半の部】

����������
(※自由参加となりますので､事前の申し込みは不要です｡)

15：00～17：00
(予定)

つがる市内の読書サークルのみなさん他によ
る､ 絵本づくり・なぞなぞ・資料展示ｅｔｃ.

� � � � ����
���� !!"#$%&'()*+,-

司法書士無料電話相談会
司法書士が皆様の相談相手になります｡
日 時：平成18年11月５日 (日)

午前10時から午後４時まで
電話番号：017－721－2229 (代表)

017－721－2254
主 催：青森県青年司法書士会

� � � � �
10月１日から７日までの１週間は ｢法の日｣ 週間
です｡ 裁判所では､ 法の日週間にちなんで次のよう
な広報行事を企画しました｡
◇日 時 平成18年10月12日 (木)

午後１時から午後４時まで
◇場 所 青森地方・家庭裁判所五所川原支部

五所川原簡易裁判所
法廷､ 調停室等施設の一般公開 (午後１時から午
後４時まで)
裁判員制度についての説明及び模擬裁判 (見学者参加)

(午後１時30分から午後４時まで)
その他､ 記念品も用意しております｡
当日は､ 普段はあまり見る機会のない裁判所施設
が公開されます！
あなたも裁判員になってみませんか？

お問い合わせは
青森地方裁判所五所川原支部庶務課

�0173－34－2927
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小
野

菜な

美み

(

女
・
大
海)

八

幡

田
中

日ひ

陽よ

(

女
・
貢)

豊

島

青
山

桃も
も

子こ

(

女
・
三
雄)

富

野

岩
川

蓮れ
い

愛あ

(

男
・
飛
鳥)

花
丘
町

今

寛

樹(

派
立
中)

内

海

由
紀
子(

宮
城
県)

古

川

貴

樹(

宮

川)

秋
田
谷

良

子(

今
泉
下)

佐

藤

正

史(

深
浦
町)

長

利

美
加
子(

上
豊
岡)

中

村

浩

二(

深
郷
田
上)

渡

邉

晴

美(

宮
城
県)

秋
田
谷

亙

隆(

温
泉
町)

野

呂

純

子(

鰺
ヶ
沢
町)

白

岩

信

一(

花
丘
町)

小

舘

麻

子(

青
森
市)

石

岡

勝

弘(

弘
前
市)

秋

元

真
由
美(

若
葉
町)

木

村

久

雄

86(

上
高
根)

天

内

友

作

82(

深
郷
田
上)

木

村

カ
ツ
エ

82(

深
郷
田
下)

藤

本

ハ

ル

83(

上
豊
岡)

天

内

金

春

76(

深
郷
田
下)

荒

関

カ

ツ

77(

派
立
下)

成

田

伊

典

67(

薄
市
下)

米

塚

つ

き

83(

下
豊
岡)

佐

藤

甚
之
進

85(

芦

野)

鈴

木

キ

ミ

75(

田
茂
木)

高

松

ミ

チ

86(

田
茂
木)

工

藤

ミ
ツ
ヨ

80(

上

町)

越

野

チ

ヱ

80(

温
泉
町)

山

田

長

藏

56(

下
前
上)
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(

８
月
届
出
分)
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８月末現在(前月比)

人 口 14,725人(－18)

男 7,024人(－７)

女 7,701人(－11)

世帯数 5,172戸(＋４)

出生 ４ ／ 死亡 14

転入 24 ／ 転出 32
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先
日
、
町
内
の
公
共
施
設
に
町
の
花

｢

キ
ク｣

を
２
日
間
か
け
て
配
り
ま
し

た
。
赤
・
黄
の
２
色
の
花
は
、
と
て
も

き
れ
い
で
す
。
花
の
見
ご
ろ
は
今
月
い
っ

ぱ
い
で
す
。

職
場
体
験
学
習
の
中
学
生
と
と
も
に
、

１
日
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
改
め
て
お

礼
状
ま
で
頂
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
度
は
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

町
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を
毎
月
は
さ

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
見
え
る
と

こ
ろ
に
貼
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。
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９
月
23
日

(

土)

、
竜
泊
ラ
イ

ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

県
内
の
７
歳
か
ら
71
歳
ま
で
の

91
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

快
晴
の
も
と
、
午
前
９
時
40
分
、

眺
瞰
台
を
出
発
。
約
12
ｋ
ｍ
の
道

の
り
を
北
海
道
や
、
大
島
、
小
島
、

マ
グ
ロ
漁
の
漁
船
や
、
き
れ
い
な

海
を
眺
め
な
が
ら
約
２
時
間
半
か

け
て
歩
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
の
道
の
駅
こ
ど
ま
り

｢

ポ
ン
ト
マ
リ｣

に
到
着
後
、
完

歩
証
明
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ガ
ヤ
の
荒
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

疲
れ
た
体
を
癒
し
ま
し
た
。
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◇
日
時

平
成
18
年
10
月
14
日

(

土)

午
後
１：

30
〜
４：

00

◇
会
場

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

｢

パ
ル
ナ
ス｣

大
広
間

◇
主
催

津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ

◇
セ
ミ
ナ
ー
内
容(

予
定)

○
話
題
提
供

久
宗

周
二

氏

(

八
戸
大
学
人
間
健
康
学
部
助
教

授)○
グ
ル
ー
プ
討
議

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
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